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世界水準級研究中心大学（WCU）育成事業（Space Exploration in Lunar Orbit）を成
功させて大学院宇宙探査教室を開設し、世界の碩学を集めて教授に任命した。特に、
2009年3月応用科学大学長に就任した後、全体教授会議の席上で、われらが教室の優
秀な教授になったSami K. Solankiさんへ任命状を直接渡せたことは一生忘れられな
いだろう。また、同年4月にカリフォルニア州立大学バークレー校を訪れ、同校の宇
－123－ 
宙科学研究所所長とMOU（覚書）にサインしたことも忘れられない。 
 現在の私を可能にしたのは、全て飛騨／花山天文台、宇宙物理教室での研究と経
験だと思う。特に、指導教官の川口市郎先生が私を国費留学生で招請し、指導して
くださったおかげだと思う。だから、いつでも先生には感謝しているし、先生の健
康をお祈りしている。 
 歳月は流水のごとく過ぎ去り、私もすでに50代半ばを越えてしまった。27年前に
私がそうしたように、これまで私が指導した弟子たちと京大の院生とが、これから
慶熙大学と京都大学の間の架け橋となり、活発な研究／人的交流を通じて両校を強
い絆で結びつけてくれることを願ってやまない。 
 
花山・飛騨・花山 
黒河 宏企 
京都大学名誉教授、附属天文台第8代台長 
 
 岩崎、船越両君と私の3人が大学院修士1回生として花山天文台に上がったのは
1965年4月であった。以後そこに住み着いた13年間、1978年8月に飛騨天文台に移っ
てからの18年間、1996年に再び花山天文台に戻って2006年に退職するまでの10年間
というように、花山天文台の歴史の半分と飛騨天文台の誕生から発展期に関わらせ
て頂いたことになる。三つの時期に分けて思い出してみた。 
（１）1965年～1977年 
 我々が上山したのは、2年間にわたる新天文台建設候補地調査が終わり、ちょうど
上宝村に決定した年であって、多くの人が出入りして活気に満ちていた。1968年に
飛騨天文台が完成するまで、現地の気象気流最終調査や敷地境界道路建設敷地
測量などのために、スタッフと院生研究員が2～3人１組となって交代で上宝村に
出かけた。天文台建設予定地の麓から1時間半くらいかけて沢に沿った細い林道を歩
いて登った。大きな荷物がある時や雪道の時は結構きつかったが、最後の沢を渡っ
て台地に到着すると、眺望が開け疲れも一気に吹き飛んだ。マムシの首を落として
皮を剥いで焼いて食べたり、スキーをしたり台風で小屋が飛んだので、小屋が再建
されるまでテントから満天の星を眺めたことなどが思い出される。この飛騨天文台
誕生期の活況については、服部先生の「飛騨天文台」記録（天文月報、第62巻第1
号：1969年）と、鳴海さんの「花山天文台御一行明治村遠足の頃」（花山天文台
70年のあゆみ：1999年）に詳しい。 
 その頃の花山天文台では、稲田のおっちゃんが住み込みで食事を作ってくれてい
たので、下宿にはあまり帰らずに、泊まり込むことが多かった。その頃は平均して
３～５人泊まりこんでいたように記憶している。60cm反射鏡では赤羽さんと松井さ
んが月の写真を撮っておられ、宮本先生は火星が近づくとクック30cm屈折で観測さ
れていたが、月面の形態学的研究にも力を入れておられた。いつの頃か赤羽さんの
